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イカ完全利用に関ナる研究

第 9報ス )V メ製造に関する研究(其の二〉

スノνメ貯蔵中に生成す8白色掛末様物質について

谷川英一・工藤駿 一 ・ 元 広 輝 重

く水産食品製造学教室〉

STUDIES ON THE COMPLETE UTILlZATION OF SQUID 

1X. STUDIES ON THE MANUFACTURE OF “SURUME" (DRIED SQUID) (2) 
THE CHEMICAL COMPOSITION OF WHI1宜-FI..QUR ON THE SURFACE OF "SURUME" 

日ichiTANIKAW.A， Shun-ichi KUDO and Terushige MσroHlRO 

くLaboratOJ;yof M釘 ineFood T，配hnology，Faculty of Fisheri，儲， Hokkaido University) 

When the dried珂uid-fi11etmeat ("Surume"in Japan倒的 isst慣をdin the environment 、of

a high humidity， a large quantity of whiωー，flour18 formedon the surfa偲 ofthe meat. 

It has been unknown whether this white-flour is∞mpo田 dof miα∞，rganisms (molds)町

， of non-1iving matters. TsuCJ主IYAhas said that it is∞mp偶 edof Betaine and Taurine. 

The authors have Studied tne comp伺 itionof the white-flour bythe papぽ chromatography

in detai1 and have obtained the following r，回ults.

ωThe white-flour was found not to be made up of microorganisms (mold) by micro-

田 opicand cultivating examination.' 

(2) The composition of thewhite-flour was. 'det白 tedby t恥 paperchromatQgraphy'加

be Betaine， Taurine， Aspartic acid， Glutam.ic. acid， Histidine，. Dioxypbenylalanine ~ 

Threonine. 

製品としたスルメを貯蔵す~際，その表面に屡々白色の粉末が生成ナる。これを干スルメの白紛」

と称してい~o 市して嘗てコては此の白扮がスルメ表皮ょに生成して居れば食味が増加す忍と調われ，

多量の白色掛末を附着したものが優良品とされτいた。その議加エ業者は製品の完全乾操に先行して

スルメを築中に匂み構醸して白粉の生成を促進した。然るに，近時一部の製講義者聞では此の白粉を

「白徹」とも称し，その商品価値を低減せしめるとしτ，製品絡付のよか.らも低く評佃さ

又イカを乾燥中，多温度の為乾蝿カが宝4お量くれ分解を起したものが車佐tムてヲコた時は，スルメの表面に「赤

粉J 又は「赤徹」と称ナ~赤色粉末を生歩忍。この「宏、徹J 又は「赤紛」の発生機構に関し℃は&に

谷山，秩場(1)等によ P究明され，イカ表皮上に分布ナる色素細胞の基質がアルカ F性にな忍と共に破

壊して流出した色素が白色粉末に移行して赤色化ナミ3ことを明らかにしている O

然らぽとの白色粉末の戒分は拘か? これについては生物〈徹〉か無生物かの区別も明瞭に決定さ

れていない現状である。ただ土屋氏仰により白色粉末はベグイシ及びグウ Pシを主成分とナミ5と遮べ

られているのみでゐ~o それ故著者等は先ヂスルメ白粉の性状を微生物学的に或は化学的に検討し，

その成分を Paper-chromatographyにより検察し売のでその結果を報告ナる Q
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。

ぐ1

句。

実験の部

1)徽胞子の検察

表皮上よりとクた白粉を検鎖したが薗紛がみクからたかクた。それで滅菌した白金耳でその白粉?

とり崎地(麹汁 11+寒天15gm)に培養してみたが発育をみなかクた。 この車古来からこの白おi物質は徽

類ではないことが牛Ijった。

2) 試料の調製

スルメ cm舘産〉表皮上に存在ナる白老}をメスにτ採取した後，際司E飾050メッシユ〕にて飾分け

し， I中z来るだけ肉片を除去し淑水よ T:，lJ結晶を行った。この白粉はアルコール及びヱーテルに不i容で

あって冷水及びIKii水に可溶なる也質を有ナる 。従って本実験に於ては温水にて溶解後前'tU交を1111;えて

泌過し，;Jtの~色透明なる i@液を濃縮し後冷却ナるwーにイまって結晶を析出せしめた。 此の析tl:\結晶は

融点測定の紡果 m.p.2800C以上を有する物質を主成分とし，全室長素j(J3.40;%，アミノ酸態雪量素:.i!l:

9.99%であった。

3) 有機物の証明

白粉の l年結晶を磁製1mに採り加熱した紡果， i炎化虫色を呈したる放に有機物なることを剣lり得たo

f占lð正分の存在は認められなかてコt~. o

4) 合筆素化合物の証明

白粉)の再結品物に金属ナトリウムを力11 えて加熱反応をさせt~紡果， C+)の反応を呈する。 とのこと

より合筆素化合物なることをう』り得た。

めアミノ酸の証明

白相)の川市青品物の=シヒドリシ反応にてC+)を呈ナる故，アミノ酸なる事が判明した。

6) アミノ酸の検索

C i) 白粉結晶の顕微鏡的観察

白粉及びそのl将f;品物を検鏡した結果はFig.lの刻lくである 。

NO.l No.2 No.3 

No.4 No.5 

Fig. 1 No. 1 ， No. 2 ・・・Recrystal1ized material. 
No.3 ・・・Recrystallizedmaterial with alcohol absolute. 
No. 4， No. 5 ..... .White powdered material grown OVぽ squidsurface. 
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。。
RJ .，83 

ハU

析出せしめて詰差別し，撞液に

水害と加えて lOOc.c.主まました

忍ものo 山口i'，，+::: • 
(iii) Brazi町 met肱源寺J 山 本構輪、

に依る検察 ¥ い (1)水粍本蒋釦埠

スルメ白粉中に含まれるア

ミノ酸をBr招 iermeth械に

より失の各 Fractionに大別

し実験を行った。

r、
-・・、，

d 

L 
(II)メグノール不治錦複
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Fig.4 Fig.5 Fig.6 

( !3Cn)Cill)の各 FractionにH品を通じ℃鍋を完金に除去し

たものにヲいて，ベーバー・ク田守トグラアに依Pアミノ』酸の

検索を行ヲた。

(a)溶媒 10%合水フヱノール

. Cl)O[J(ill)各 Fraction別によ募法によ P展開，品;/.巳ド

!lvによる発色を検したくFig.4)。

実験結果:(I)の Fractionには一種のアミノ酸が事在ナる

と息われ-o0 CIIJの Fractionには4-5種のアミノ酸が含まれ

ると息われる。 Cill)の Fractionには一種のアミノ酸が存在す

-oと見倣される。

従来Br招iermethodに依る各Fractionに分別されるアミノ

酸としては戎の如きものがあげられている己即ち

C 1) Fraction : Leucine， Phenylalanine， AspartiC add， 

Cystine. 

C n) Fraction : Alanine， Sぽine，Tyrosine， Glutamic、

acid， Arginine， Histidine， Lysine， oxy二glutamie

acid， Dioxyphenylalanine， Pyro1idinecompoundS. 
Cill) Fraction : Valine，。可va1ine，Isoleucine， Pro1irie， 

oxy宵 oline，Prolylphenylalanine. 
くb)CI)の Fractionにては比較的闘の低い物質が存在ナる

と思われる故に此処に於℃対照とし-CAspartic acid番号用いた。

溶 媒:10%合水フエノ』ルー上昇法によ P 展開lレ~ NitlbYdrineで発色をみたくFig.1))ゐ

実験結果:Aspartic記 idと同位置くRf=O.12)に spot，を確認した。-

(c) (n)の Fractionにては対照試験として llistidine;G1utamic acidを用いた。

溶 媒:10%合水フエノー;1.-を Solventとして、上昇法により展開し， Ninhydrineで発色を

みたくFig.的。

実験結果:Histidineと同位置の spot(Rf=O. 70)及び Glutamicacidと同位置の spotくRf=

0.20)在確認した。然してこの両者聞に存在ナるこっの物質のRfは未確認であって，

然しながら Rfからの佃からみてくa)は Dioxyphenylalanine，(b)はThreonineで

友いかと考えられる。

CJ4 Hls 

<;) J Th 

t)2D.P 

LJ I~ 

← IO~令7\(phenol 

Fig.7 

."，. -R 

ωZニ
三
〈

U
E

一4ML一
S

J

T苛，更にcn)のFractionに就いて二共元によってペーバー・ク

ロマトグラフで展開し， Ninhydrineにより発色喜子認め，女の物

質を確認し?と。即ち， Solventとしては横軸に103杉含水フエノ

ール，縦軸には Lutidine，Aniline水の混液を用いたくFig.7)。

実験結果:1の spot.Glutamic acid， 

2の spot.Dioxyphenylalanine 

3の spot.Thrωnine 

4の spot.Histidine 

ιしと四種のアミノ酸が 00の Fractionにおいて確認され

た。
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• (の E直3の Fractioriにては予告媒主して10%合水タヱノーJJ...含用い℃上昇法によ b展開後 Ninhy-

合加bにて発色せしめた。然してRfの低い一物質が存在ナると思われたが，未確認であ・った。

結 論

ιu己の研究より今まで知られていた白勝の組成が更にくわしく判明ナるに至った。即ち既知のペグ

イシの他に共の類似のグウ Pシの両者が白勝中に認められ，共の他アミノ酸としてはAsparticacid， 

Glutamic acid， Histidine， Threonine， Dioxyphenylalanine等が検出された。

要 約

スルメの製造後蝿蔵中にその表面に生成ナる白粉末様物質の成分に就いて研究した。先づスルメ白

紛の性状を検し，その成分を Paperchromatographyに依り検察し共の如き結果を得た。

1) 表庇上よりとった白紛に就いて検鏡並に培養の結果植でないことが判明した。

2) 白紛の再結晶物は有機物である。

幻 自掛の再結晶物は合窒素化合物である。

4) ::. ~ 1:ド Fン反応の結果アミノl設が含まれる。

5) 自紛再結晶物の顕微鏡的観察に依 P数種アミノ酸の混合様物質である。

6) Papぽ chromatographyによ TBetaine， Taurineを，又アミノ酸としては Asparticacid. 

Glutamic acid. Histidine. Dioxylphenylalanine. Thr，回nineがその成分として検察された。
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